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 （注） CPU 速度は、2.99 GHz よりも遅くなっています。 
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      [bookmark: pgfId-119248]Cisco Unified SIP Proxy の既存のリリースから Cisco Unified SIP Proxy Release 10.2.x に移行する手順は次のとおりです。
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 （注） 設定の復元前にスマートライセンスが設定されている場合、スマートライセンスの詳細がリセットされます。スマートライセンスを有効にする前に、設定を復元することを推奨します。 
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      [bookmark: pgfId-126170] 3. 既存の Cisco Unified SIP Proxy 9.x 設定のバックアップを取得します。詳細については、 『Cisco Unified Sip proxy リリース 9.x CLI 構成ガイド』 および 『Cisco Unified Sip Proxy リリース 9.x 用 GUI アドミニストレーション ガイド』 を参照してください。
 
      [bookmark: pgfId-119176] 4. 仮想マシンに Cisco Unified SIP Proxy リリース 10.2 OVA を展開します。詳細については、 『Cisco Unified SIP Proxy 10.2 設置ガイド』 を参照してください。
 
      [bookmark: pgfId-126158] 5. スマート ライセンスを設定します。詳細については、 『Cisco Unified Sip proxy リリース 10.2 GUI アドミニストレーション ガイド』 および 『Cisco Unified Sip Proxy リリース 10.2 用 CLI 構成ガイド』 を参照してください。
 
      [bookmark: pgfId-126160] 6. Cisco Unified SIP Proxy 10.2 で Cisco Unified SIP Proxy 9.x の構成バックアップを復元します。詳細については、次を参照してください。 『Cisco Unified Sip proxy リリース 10.2 CLI 構成ガイド』 および 『Cisco Unified Sip Proxy リリース 10.2 用 GUI アドミニストレーション ガイド』 
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      [bookmark: pgfId-126276]Cisco Unified SIP Proxy の既存の 10.x リリースから Cisco Unified SIP Proxy リリース 10.2.x にアップグレードできます。Cisco Unified SIP Proxy の既存のリリースから Cisco Unified SIP Proxy Release 10.2.x に移行する手順は次のとおりです。
 
      [bookmark: pgfId-126288] 1. 実行コンフィギュレーションをスタートアップ コンフィギュレーションにコピーします。詳細については、 『Cisco Unified SIP Proxy リリース 10.x の CLI 構成ガイド』 の「Cisco Unified SIP プロキシ システムの保守」の章を参照してください 。
 
      [bookmark: pgfId-134282] 2. スマート ライセンシングを使用している場合は、CSSM から CUSP 10.x の登録を解除します。
 
      [bookmark: pgfId-126289] 3. 既存の Cisco Unified SIP Proxy 10.x 構成のバックアップを作成します。詳細については、次を参照してください。 『Cisco Unified Sip proxy リリース 10.x CLI 構成ガイド』 および 『Cisco Unified Sip Proxy リリース 10.x 用 GUI アドミニストレーション ガイド』 
 
      [bookmark: pgfId-126291] 4. 仮想マシンに Cisco Unified SIP Proxy リリース 10.2 OVA を展開します。詳細については、 『Cisco Unified SIP Proxy 10.2 設置ガイド』 を参照してください。
 
      [bookmark: pgfId-126294] 5. スマート ライセンスを設定します。詳細については、 『Cisco Unified Sip proxy リリース 10.2 GUI アドミニストレーション ガイド』 および 『Cisco Unified Sip Proxy リリース 10.2 用 CLI 構成ガイド』 を参照してください。
 
      [bookmark: pgfId-132599] 6. Cisco Unified SIP Proxy 10.2.x で Cisco Unified SIP Proxy 10.x.x の構成バックアップを復元します。詳細については、次を参照してください。 『Cisco Unified Sip proxy リリース 10.2 CLI 構成ガイド』 および 『Cisco Unified Sip Proxy リリース 10.2 用 GUI アドミニストレーション ガイド』 
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